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有限会社青野カープレス様のご協力のもと、毎年 2回以上車両からの救出訓練や車両解体訓練を実施

しております。車両構造の違いを見極め、迅速に救出できるよう日々訓練をしています。 

 

水難救助隊の新人研修を５日間に渡り実施しました。プールでの研修を終えてから、湖へ行き訓練をし

ていきます。富士五湖消防本部管内は標高が高く、高所潜水をするため危険であることを重点に教育し

ていきます。 



 

 

10 月で庁舎を移転して 1 年が経過しました。1 周年記念の一環として、一般住民庁舎見学会を開催しまし

た。当初午前中のみの開催予定でしたが、予想をはるかに上回る応募があり、急遽午後にも開催すること

となりました。一般住民の皆様にご協力をいただく中、無事に見学会を終了することができました。 

富士吉田消防署と河口湖消防署において消防長点検および富士五湖消防本部公式マスコットキャラクター

創設に多大な尽力をした職員に対し、消防長表彰を行いました。 

 

富士宮市消防本部・峡南広域行政組合消防本部・当消防本部で合同訓練を実施しました。訓練想定は

山道から滑落した要救助者を救出する内容でした。この訓練により、３本部それぞれの救助技術を確

認し合うことで、連携を深めることができ、とても有意義な訓練となりました。 



 

富士五湖消防本部から消防学校へ派遣している初任総合教育第 9期生が現地研修を行いました。 

救急車の同乗や救急訓練などの研修が行われました。 

県民の日記念行事富士吉田会場に、予防課と救急課がイベント参加しました。 

ミニ消防車「けしまる」の乗車やヨーヨーすくい、心肺蘇生法体験など、来場されていた多くの皆

さんに参加していただきました。 

指導救命士が救急隊長を教育指導するために、定期的に訓練評価を行っています。 

今回は、泥酔した男性が柵に足が挟まり抜け出せずに、救助隊が救出し、救急隊が処置する想定です。 

 



 

これから毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベントを CATV 富士五湖さんのご協力のもと、お知らせ

いたします。 

11 月から毎週、日曜日 16 時 30 分～・22 時 30 分、10ch にて富士五湖消防本部からのお知らせという

番組で放映。 

☆消防に関する広報 

  １）今月の火災・救助・救急件数 

２）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

３）火災、救助、救急の予防を促す 

４）消防の各種イベントのお知らせ 

  ５）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住宅用火災警報器の説明、初期消火の仕方、女性消防

士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会の開催、心肺蘇生法や AED の取り扱い説明など） 

富士山レーダードーム館で行われた防災イベントに参加しました。はしご車の展示やけしまるの試乗、消火

器の体験を多くの方に参加していただきました。また富士五湖消防本部の広報パネルを展示しました。 

 

FM ふじやま様での広報活動第 7回目。秋季火災予防運

動と住宅用火災警報器について予防課の宮下修危険

物担当がお話ししました。 

毎月第 3金曜日の 13時 10分から 13時 30分頃に放送

となります。（当消防本部管内で災害等があった場合

を除く）是非、お聞きください。 



日本体育大学救急医療学科の学生が救急車同乗実習で富士吉田消防署に来署しました。 

2 日間の間に、救急訓練や実際の救急現場に出向き、救急隊の活動を体験していただきました。 

当消防本部が規定している都市型ロープレスキュー技法の認定試験を実施しました。2つある認定試験の

うち、人命救助に関する基礎的な技術を有するバイジー試験を今年度は 5名の職員が試験に挑みました。 

地震などの大規模災害が発生した場合を想定して、市町村、県、県内消防本部の応援、緊急消防援助隊、

警察、自衛隊などの関係機関と災害が起こる前から定期的に連携訓練することが受援訓練です。 

11 月 14 日に緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練を、山梨県を含む 1 都 9 県から、239 隊、約 1000 人

が山中湖交流プラザきららをメイン会場として訓練を実施しました。近隣住民の皆様ご協力ありがとうご

ざいました。 



河口湖訓練場において、富士吉田消防署と河口湖消防署の職員が合同で、土砂災害対応訓練を実施しまし

た。コンパネと単管を用いた応急土留めの方法や重機を活用した掘削方法を確認しました。 

 

予防課の庶務担当、予防指導担

当、調査担当が中心となり、予防

技術検定（共通項目）に関する勉

強会を 2日間開催しました。 

毎年行われる秋季総合防災訓練を実施しました。富士北麓地域１市２町３村の消防団相互の団結力をより強固

なものとするため、また地域住民の皆様に対する防火防災意識の高揚を図るために実施しています。 

 



当消防本部の予防課員および富士吉田署、河口湖署の職員が、河口湖ショッピングセンターベルで火災予防

運動期間前に住宅用火災警報器普及活動を実施しました。 

 

毎年実施している防火パレードを実施しました。秋季火災予防運動（11 月 9 日から 11 月 15 日まで）  

期間中に、地域住民皆様の火災予防に対する意識の高揚を図ることを目的に実施しています。 

 

 

【開会式】 

 

【本部・富士吉田署前と河口湖署前】 

 



緊急消防援助隊は平成 7年の阪神淡路大震災の教訓を踏まえ、被災した都道府県内の消防力では対応が、困難

な大規模災害時において、人命救助活動等を効果的に実施できるよう、全国の消防機関相互による援助体制を

構築するため、平成 7 年 6 月に創設されました。関東ブロックでは毎年、各地域で合同訓練を実施していま

す。今年は、山梨県を含む 1 都 9 県から、239 隊、約 1000 人が山中湖交流プラザきららをメイン会場として

訓練を実施しました。 

【富士五湖消防本部受援訓練】 

 

【山中湖交流プラザきららメイン会場の訓練】 

 

【閉会式】 

 



 

FM ふじやま様での広報活動第 8 回目。女性の消防職員に

ついて管理課の大畑実生消防士長がお話ししました。 

毎月第 3 金曜日の 13 時 10 分から 13 時 30 分頃に放送と

なります。（当消防本部管内で災害等があった場合を除く）

是非、お聞きください。 

年２回実施している甲種防火管理者講習会（後期）を２日間開催しました。受講者数４１名に対しまして、

火災等による被害を防止するため、防火管理上必要な知識を学んでいただきました。 

 



ミライちゃんのプロフィール 

●名前の由来：ミライちゃん「未来（ミライ）永劫、美しい富士五湖地域の安心、安全を願う。」という意味が込めてい 

ます。 

●何類：猫（昔、親猫からはなれ、消防署に迷い込んできたお腹のすいた子猫を署員で介抱したことがあります。 

その猫ちゃんがファイヤーキャットになって恩返しにきてくれました。） 

●性格：人懐っこく、勇敢で優しい性格   ●お誕生日：２月２３日（フジサン） 

●生まれた場所：富士山     ●血液型：O型のおっとりちゃん 

●趣味：猫招き、猫じゃらし遊び    ●特技：人助け、ネコパンチ 

●好きな言葉：「猫の手も借りたい。」    ●好きな食べ物：かつおぶし（はながつお）      

●仲良しの友達：ゴコくん（富士五湖消防本部サブキャラクター） 

●ヘルメットの F の意味：富士山の F、富士五湖の F、Future（ミライ）の F、消防士の F を意味しています。 

●ヘルメットの後ろの五つの星の意味：富士五湖の五つの湖と勇気、団結、協調、安心、安全を表しています。 

●防火衣やヘルメットの色合い：富士五湖消防本部のシンボルカラー（白、緑、青）をイメージしています。 

●右胸のワッペンの絵：富士五湖の象徴である富士山と著名な神社やフジザクラをイメージしたものです。 

●左肩のワッペンの絵：富士と樹海、湖と赤富士をイメージしています。２つのFはFUJIGOKOとFIRE DEPARTMENT

を意味しています。 

●背中の「ふじごこ」の文字：昭和モダン体を採用しており、富士五湖管内の観光名所である昭和レトロな街をイメー

ジしています。 

●持ち物：火消しの象徴であるマトイを持っています。このマトイは富士山をまとっており、富士五湖管内の安心安全

が願われています。 

●ミライちゃんには富士山をイメージした部分がいくつもあります：探してみてください。 
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10 月 19 日に開催された第 49 回安全運転コンクール富士吉田地区大会に河口湖消防署西部出張所勤務の

吉澤亮消防士長が出場し、見事優勝しました。我々は消防車や救急車を緊急走行するために細心の注意を

払い、安全運転を心がけます。その成果を十分発揮してもらいました。 

 

火災予防運動中に山梨県道路公社富士山有料道路管理事務所（スバルライン）と忍野村（四季の杜おしの

公園付近・忍野村消防団第１分団詰所）に電光掲示板の表示協力をしていただきました。今後も表示協力

を依頼いたします。火災予防のためにご協力をお願いいたします。 



 

急な病気やけがで病院に行くか迷ったときは 

救急安心センターやまなし（救急電話相談） 

休日・夜間に病院をお探しのときは（富士北麓地域） 

富士五湖消防本部（音声ガイダンス） 

緊急的な搬送が必要と判断した場合に 

救急車を要請するときは 





 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭指導は、危機的状況に陥った傷病者のそばに居合わせた人から情報を聴取し、状況に

適した応急手当を指示して実行してもらうことにより救命効果の向上を図るために実施し

ています。 

突然の状況で大変かと思いますが、指令センター職員へのご協力をお願いいたします。 



富士五湖消防本部では、１分１秒を争う住民の命を

守るために「富士五湖まちかど救急ステーション」

標章制度を運用し、コンビニや一般企業などの施設

のご協力のもと普及をしています。 

住民のためにＡＥＤによって救命できる体制への

ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

詳しい内容は、富士五湖消防本部 救急課 

（0555-22-4430）までご連絡ください。 

緊急時には、富士五湖消防本部ホームページまたは

ＣＡＴＶ富士五湖データ放送 救急医療情報の富士

五湖まちかど救急ステーションQRコードを活用して

MAP をご覧ください。 
大事な命を守る！ 

救急ステーション MAP QR コード 

平成 23 年から「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられてい

ます。富士五湖地域の設置(率)状況は 78％(令和 3 年度)です。 

住宅火災による死者は、年間約 1,000 人にも上り、そのほとん

どが逃げ遅れによるものです。 

安全な生活を送るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 

【住宅用警報器を設置されている皆様にお願い】 

 定期的な点検をお願いするとともに、設置から 10 年経過してい

ましたら交換をお願いいたします。 

 

 ※住宅用火災警報器の詳しい内容は、富士五湖消防本部ホーム

ページもしくは下記 QR コードからご覧ください。 

住宅用火災警報器の詳細 QR コード 



軽い症状でも救急車の利用する人が増えています。 

 

当消防本部の救急車は 6台です。近く消防署から救急車

が出場している場合は、遠くからの救急車が出場すること

となります。 

 

事故による大けがの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院へ搬送しなければならない場合に遅れてしまいま

す。 

 

 皆様のご協力をお願いいたします！ 

 





 

救急隊は現場を出発するまでに、救急車を要請した状況や症状の確認、傷病者の観察・処置をした内容を

病院へ連絡をしています。また、症状や観察の結果、病歴、掛かり付け病院、出動場所の位置などを考慮し

て搬送先病院を選定します。病院への連絡は、救急隊だけでなく消防本部の指令センターと協力しながら行

っています。  

 

病院でもすべての症状に対応出来るわけではありません。救急隊は、病院の受入れ情報をもとに近隣の受

入れ先を探しますが、特に夜間、休日などは救急診療に限られるため、病院がひっ迫している状況など

により、病院への依頼回数が多くなることで、現場への滞在時間が長引くことがあります。ま

た、医師の判断によっては救急車ではなく、家族等により自家用車で来るよう指示がある場合

があります。 

限られた医療資源を守るためにも救急医療の適正利用にご協力をお願いします 

 

 



  

閲覧していただくとともに、 

フォロー・登録等を 

よろしくお願いニャ 

 こちらも見てニャ 

 



当消防本部のカレンダーを作成しました。 

ホームページにてダウンロードできます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

【富士五湖消防本部ホームページQRコード】 

 

 活用してニャ♬ 



毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を CATV 富士五湖さんのご協力のもと、お知ら

せいたします。 

毎週、日曜日16時 30分～・22時 30分～ 

CATV 富士五湖の 10ch「富士五湖消防本部

からのお知らせ」という番組で放映（約5分）。

（まちの話題【11ch】でも不定期に放送） 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災・救助・救急件数 

２）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

３）火災、救助、救急の予防を促す 

４）消防の各種イベントのお知らせ 

５）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅用火災警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 

毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を FMふじやまさんのご協力のもと、お知らせい

たします。 

毎月第３金曜日。１３時００分頃から FMふじ

やまラジオでの広報です。 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

２）火災、救助、救急の予防を促す 

３）消防の各種イベントのお知らせ 

４）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅火災用警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 



 火災    ２３件 

 救急 ５，２９２件 

 救助   １１０件 

    《速報値》 

 火災    ２７件 

 救急 ５，２８４件 

 救助   １０２件 

    《確定値》 

第１４号は１０月,１１月の行事、富士五湖消防本部公式マスコットキャラクター「ミライちゃん」のご紹介、当消

防本部の「お願い」と「お知らせ」をご紹介しました。第１５号（１２月,１月）もお楽しみに。 

                                               広報室長 


